
◆企 画 名  ピア・コミュニティ広報ポスター 

日  程  平成 26年 4月 18日（金）～8月 2日（土） 

場  所  関西大学施設内（【ポスター掲示場所】参照） 

参加者数  11名（ピア・サポータ） 

目  的 

凜風館だけでなく、関西大学全体でピア・コミュニティについて知れる機会を増やすた

め。そして、一般学生のピア・コミュニティ活動に対する認知度をあげ、少しでも多くの

学生にピア・コミュニティに興味を持ってもらい、企画への参加に繋げるため。 

内  容 

 目的に合わせ、大小 2種類のポスター・ビラを作成した。大きいポスターはマネジメン

ト BOOKで指定された場所に掲示するため、A3サイズで関西大学内や関西大学学生寮な

どに貼り出した。一目で見て分かりやすく、興味を引くようなデザインを心掛けた。内容

はコミュニティについてとピアエリアの場所を記載した。 

 小さいビラは A4 サイズ両面刷りとした。ピアエリアに訪れた一般学生が、自由に持ち

帰れるよう配置した。内容は各ピア・コミュニティの企画例とその説明、また一般学生が

その企画に参加することへのメリットを記載した。 

 

【ポスター掲示場所】 

（大）・凜風館一階入り口横 

・中央体育館 

・秀麗寮 

・ドミトリー月が丘 

（小）・ピアエリア 

効  果 

（大）・ピアエリア以外の場所にポスターを貼り出したことで、一般学生に対してピア・ 

   コミュニティをアピールする場を設けることができた。 

（小）・最初に刷った分が減っていて、一般学生に持ち帰ってもらうという当初の目的が 

達成された。 

・各コミュニティのガイダンスでも使われていた。 

改 善 点 

 他コミュニティへの依頼内容があいまいで、他コミュニティからの返事が遅れてしまい、

完成が自分たちで決めた日程よりも半年ほど遅くなってしまった。依頼文と一緒に例を載

せて、依頼内容をもう少し具体的にするべきだった。 

感  想 

 大きいポスターはシンプルに作りすぎてしまい、一般学生の目を引きやすいものではな

かったけれど、本部の会議で意見をもらいながら改善していった。 

小さいビラは、最初に刷った分が減っていて、一般学生に見てもらえているということ

がわかりやすかったけれど、大きいポスターは見てもらえているのかがわからないため、

振り返りでも意見がなかなか出てこなくて、効果があったのかがわかりづらかった。 

 また、広報ポスター担当のサポータが忙しかったため、完成が予定よりも大幅に遅れて

しまったので、もう少しお互いに協力しながらやっていくべきだったと思った。 

 


